
令
和
７
年
牧
之
原
市
台
風
15
号
に
伴
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

竜
巻
等
災
害
か
ら
１
年

　
令
和
７
年
９
月
５
日
、台
風
15
号
が
上
陸
し
、「
国
内
最
大
級
の
竜
巻
」が
当
市
を
襲
い
ま
し
た
。
市
内
で
は
、細
江
地
区
を
は
じ
め
と
し
て
、

人
的
被
害
や
住
家
・
農
林
被
害
な
ど
、
甚
大
な
被
害
が
発
生
。

　
市
で
は
今
年
度
か
ら
、
本
災
害
を
対
象
と
し
た
復
旧
復
興
に
向
け
た
支
援
や
対
策
を
一
体
的
に
進
め
る
た
め
、
部
局
横
断
的
な
調
整
を
行

う
「
復
興
支
援
室
」
を
設
置
し
、
ま
ち
の
再
建
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
あ
の
日
か
ら
も
う
す
ぐ
１
年
。
私
た
ち
は
、
こ
の
記
憶
を
風
化
さ
せ
ず
、
記
録
と
と
も
に
後
世
に
伝
え
、
よ

り
一
層
の
防
災
対
策
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

令和７年９月５日午後１時50分頃、
榛原総合病院付近の幹線道路で撮影

静波12丁目付近
㊤�令和７年９月７日
撮影
㊦�令和８年７月29日
撮影

令和８年６月19日撮影。
木は伐倒し、自然回復による復旧へ

令和７年９月６日撮影。
竜巻により木々が倒れた山林（細江地区）

同年９月７日撮影。
約３日間で電柱などの復旧はほぼ完了

令和８年７月23日撮影。
新たな住宅の再建や被災建物の解体、修繕が進む

人的被害 重傷者（骨折、裂傷）14人、軽傷者（切り傷など）64人
住家被害 全壊73棟、大規模半壊47棟、中規模半壊76棟、半壊147棟、

準半壊304棟、一部損壊703棟【合計1,350棟】

農林被害
▶農業用施設の損壊：ハウス230棟、防霜ファン35基
▶農作物被害：飛来物落下約12ha、損壊8.9ha
▶森林被害（５条森林）：17ha

施設被害 ▶福祉施設：損壊19棟▶保育教育施設：一部損壊１カ所

その他被害
▶冠水：最大９件▶倒木：最大34件▶土砂：最大70件
▶通行止め：最大８路線（細江地内）▶損壊：15件
▶停電：最大9,510世帯▶断水：最大44世帯

【市内の被害状況】（令和８年７月29日現在）

被災者生活再建
制度（国制度）

▶基礎支援金：支給件数145件、107,375千円
▶加算支援金：支給件数107件、87,187千円

被災者生活再建
制度（市独自制度）

▶ 半 壊 世帯：支給件数111件、23,870千円
▶準半壊世帯：支給件数248件、32,817千円

災害見舞金 支給件数351件、21,120千円
義援金 総配分金189,480千円
ふるさと納税 約46,000千円
企業版ふるさと納税 約82,000千円
一般寄附 約69,000千円

個人事業主・
中小企業など

▶７年度臨時まきサポ相談会：14件▶被災中小企
業再建支援事業補助金：（一次）市内企業11件申
請済、（二次）32件申請、うち市内企業25件申請済

自治体応援職員 延べ1,289人

農業者 ハウス修繕・再建に係る補助金16件、144,089
千円（再建完了分のみ）

【支援制度利用状況、支援金など】（令和８年７月29日現在）

【その他】（令和８年７月29日現在）
▶罹災証明書交付数：1,350件▶被災届出証明書交付数：1,727件
▶避難者数：最大53世帯116人▶応急給水：107件▶災害廃棄物発生量：
車両5,910台、3,072トン▶ブルーシート配布：6,140枚

※被害認定調査

　
国
内
最
大
級
の
竜
巻
に
よ

る
被
害
で
あ
る
「
令
和
７
年

牧
之
原
市
台
風
15
号
に
伴
う

竜
巻
等
災
害
」
か
ら
、
９
月

５
日
で
１
年
が
経
過
し
ま

す
。
改
め
て
、
被
災
さ
れ
た

皆
さ
ま
に
心
よ
り
お
見
舞
い

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
市
で
は
、昨
年
12
月
に「
さ

さ
え
あ
い
セ
ン
タ
ー
」
を
開

設
、
４
月
に
は
、「
復
興
支

援
室
」
を
設
置
し
、
国
や
県

の
支
援
も
受
け
な
が
ら
、
現

在
も
全
力
で
復
旧
、
復
興
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
多
く
の
皆
さ
ま
か

ら
い
た
だ
い
た
温
か
い
寄
附

金
を
財
源
に
、
国
の
制
度
で

対
象
と
な
ら
な
い
半
壊
世
帯

な
ど
へ
、
市
独
自
の
被
災
者

生
活
再
建
制
度
を
創
設
し
、

支
援
金
を
支
給
し
て
い
ま

す
。

　
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
が
一

日
で
も
早
く
安
心
し
て
元
の

生
活
を
取
り
戻
せ
る
よ
う
引

き
続
き
、
全
力
で
支
援
し
て

ま
い
り
ま
す
。

牧
之
原
市
長

　
　
　
杉
本
基
久
雄
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被災された
皆さまへ

市ホームページにも情報を掲載しています。また、被害の程
度ごとに受けられる制度をまとめた「早見表」および各制度
の概要をまとめた「被害者支援に関する各種制度
の概要」もご覧いただけます。
右の二次元コードを読み取ってご確認ください。

■
住
宅
の
応
急
修
理

　
日
常
生
活
に
必
要
な
最
小
限
度
の
部

分
を
応
急
的
に
修
理
す
る
こ
と
で
、
元

の
家
に
引
き
続
き
住
み
続
け
る
よ
う
に

す
る
こ
と
を
目
的
に
行
う
応
急
修
理
費

用
の
一
部
を
支
援
し
ま
す
。

対
象
　
罹り

災さ
い

証
明
書
で
「
全
壊
、
大
規

模
半
壊
、
中
規
模
半
壊
、
半
壊
、
準
半

壊
」
と
判
定
さ
れ
た
方

限
度
額
　
▼
半
壊
以
上
＝
73
万
９
０
０

０
円
▼
準
半
壊
＝
35
万
８
０
０
０
円

期
限
　
令
和
８
年
９
月
４
日
ま
で
に
工

事
が
完
了
し
て
い
る
こ
と

注
意
事
項
　
費
用
は
市
か
ら
修
理
業
者

に
直
接
支
払
う
（
費
用
が
限
度
額
を
超

え
る
場
合
は
自
己
負
担
）。

問
い
合
わ
せ
　
都
市
住
宅
課

☎
（
53
）
２
６
３
３

■�

借
上
げ
型
応
急
住
宅
（
み
な
し
仮

設
住
宅
）

　
民
間
賃
貸
住
宅
（
ア
パ
ー
ト
、
借
家

な
ど
）
を
借
り
上
げ
て
提
供
し
ま
す
。

対
象　
住
宅
が
被
災
に
よ
り
全
壊
、
半

壊
（
自
宅
に
居
住
で
き
な
い
状
態
）
し
、

居
住
す
る
住
宅
が
な
い
方

入
居
期
間
　
最
長
２
年
間

注
意
事
項
　
家
賃
な
ど
に
上
限
額
が
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
応
急
修
理
制
度
と

併
用
す
る
場
合
は
、
応
急
修
理
の
期
間

が
１
カ
月
を
超
え
る
と
見
込
ま
れ
る
場

合
の
み
対
象
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
都
市
住
宅
課

☎
（
53
）
２
６
３
３

■�

公
費
解
体
・
費
用
償
還
（
自
費
解

体
）
制
度

　
災
害
で
損
壊
し
た
被
災
家
屋
な
ど
を

解
体
す
る
場
合
、
所
有
者
の
申
請
に
基

づ
き
支
援
し
ま
す
。

日
時
　
毎
週
火
・
木
曜
日

①
午
前
９
時
30
分
～
午
前
11
時　
②
午

前
11
時
～
午
後
０
時
30
分　
③
午
後
１

時
30
分
～
午
後
３
時　
④
午
後
３
時
～

午
後
４
時
30
分　
＊
各
枠
２
名
ま
で
。

場
所
　
市
役
所
榛
原
庁
舎　
西
館
１
階

（
静
波
体
育
館
北
側
）

対
象
　
罹
災
証
明
書
、
被
災
届
出
証
明

書
で 

▼「
全
壊
」の
場
合
は
、「
解
体
費
」

「
運
搬
費
」「
処
分
費
」
▼「
大
規
模
半
壊
、

中
規
模
半
壊
、半
壊
」の
場
合
は
、「
運
搬

費
」「
処
分
費
」

申
込
方
法
　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申

し
込
む
。（
事
前
予
約
制
）

申
込
期
限
　
相
談
日
の
７
日
前

問
い
合
わ
せ
　
環
境
課

☎
（
53
）
２
６
０
９

■�

生
活
再
建
支
援
金
の
相
談
・
申
請

（
国
制
度
）

場
所　
さ
ざ
ん
か
１
階　
社
会
福
祉
課

対
象
　
全
壊
、
半
壊
解
体
世
帯
、
大
規

模
半
壊
世
帯
、
中
規
模
半
壊
世
帯

持
ち
物
　
罹
災
証
明
書
、
住
民
票
の
写

し
、
預
金
通
帳
の
写
し
（
世
帯
主
）、

身
分
証
明
書
な
ど

申
請
方
法
　
窓
口
で
申
請
す
る
。

申
請
期
限
　
▼
基
礎
支
援
金
＝
令
和
８

年
10
月
５
日
🈷
▼
加
算
支
援
金
＝
令
和

10
年
10
月
４
日
水

問
い
合
わ
せ
　
社
会
福
祉
課

☎
（
23
）
０
０
７
０

■�

生
活
再
建
支
援
金
の
申
請
（
市
独

自
）

場
所　
さ
ざ
ん
か
１
階　
社
会
福
祉
課

対
象
　
国
の
制
度
の
対
象
と
な
ら
な
い

「
半
壊
」
お
よ
び
「
準
半
壊
」
の
判
定

を
受
け
た
世
帯
の
う
ち
、
次
の
要
件
を

満
た
す
世
帯

▼
市
内
に
建
設
ま
た
は
購
入
、
被
災
住

宅
を
補
修
、
市
内
に
居
住
す
る
物
件
を

賃
借

持
ち
物
　
牧
之
原
市
被
災
者
生
活
再
建

支
援
金
申
請
書
兼
請
求
書
、
振
込
先
口

座
が
確
認
で
き
る
書
類
な
ど
の
写
し
、

支
給
内
容
を
証
明
す
る
書
類
な
ど
の
写

し申
請
方
法
　
①
窓
口
申
請　
②
オ
ン
ラ

イ
ン
申
請
（
対
象
世
帯
へ
の
送
付
通
知

に
あ
る
二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
）

申
請
期
限
　
令
和
10
年
10
月
４
日
水

問
い
合
わ
せ
　
社
会
福
祉
課

☎
（
23
）
０
０
７
０

■
被
災
届
出
証
明
書
の
申
請

　
台
風
15
号
に
よ
り
、非
住
家
（
車
庫・

倉
庫
・
車
な
ど
）
に
被
害
を
受
け
た
方

に
対
し
、「
被
災
届
出
証
明
書
」
を
発

行
す
る
た
め
の
申
請
受
付
を
行
っ
て
い

ま
す
。

場
所　
さ
ざ
ん
か
１
階　
社
会
福
祉
課

問
い
合
わ
せ
　
社
会
福
祉
課

☎
（
23
）
０
０
７
０

■
災
害
廃
棄
物
の
搬
入

日
時
　
▼
平
日
＝
午
前
８
時
30
分
～
正

午
、
午
後
１
時
～
午
後
４
時
▼
第
１
、

第
３
土
曜
日
＝
午
前
８
時
30
分
～
正
午

▼
第
２
、
第
４
日
曜
日
＝
午
前
８
時
30

分
～
正
午
、
午
後
１
時
～
午
後
３
時　

＊
祝
日
、
振
替
休
日
は
搬
入
不
可
。

場
所
　
清
掃
セ
ン
タ
ー（
さ
ん
あ
ー
る
）、

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

注
意
事
項
　
搬
入
時
に
受
付
で
罹
災
証

明
書
ま
た
は
被
災
届
出
証
明
書
を
提
示

し
、「
災
害
廃
棄
物
」で
あ
る
旨
を
必
ず

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
受
入
可
能
な
物

を
確
認
の
上
、
品
目
ご
と
に
分
別
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
搬
入
で
き
な
い
・
搬
入
を
断

ら
れ
た
品
目
は
、
購
入
先
に
相
談
す
る

ど
、
ご
自
身
で
処
分
先
を
探
し
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
環
境
課

☎
（
53
）
２
６
０
９

■�
証
明
書
交
付
手
数
料
の
免
除
、
保

険
料
な
ど
の
減
免

　
台
風
15
号
の
被
災
に
伴
う
各
種
手
続

き
の
た
め
に
証
明
書
な
ど
を
交
付
申
請

す
る
場
合
、
交
付
手
数
料
や
発
給
手
数

料
を
免
除
し
ま
す
。

　
ま
た
、
被
災
内
容
や
被
害
状
況
に
よ

っ
て
は
、
各
制
度
に
お
い
て
減
免
な
ど

の
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
手
続
き
に
は
、
罹
災
証
明
書
な
ど
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
早
め
の
申
請

を
お
願
い
し
ま
す
。

免
除
対
象
　
▼
印
鑑
登
録
証
明
書
▼
戸

籍
謄
本
・
抄
本
▼
住
民
票（
除
票
）の
写

し
▼
税
務
関
係
証
明
書
▼
旅
券　
な
ど

免
除
方
法
　「
罹
災
証
明
書
」
ま
た
は

「
被
災
届
出
証
明
書
」
の
原
本
を
提
示

し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限
　
▼
旅
券
（
パ
ス
ポ
ー
ト
）

発
給
手
数
料
＝
９
月
４
日
金
▼
そ
の
他

＝
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　

［
国
民
年
金
保
険
料
］

国
保
年
金
課　
☎
（
23
）
０
０
２
３

［
各
種
証
明
書
交
付
手
数
料・旅
券
発
給

手
数
料
］ 

市
民
課　
☎（
23
）０
０
２
１

［
税
務
関
係
証
明
書
］

税
務
課　
☎
（
23
）
０
０
２
２

■�

令
和
７
年
度
台
風
15
号
「
な
ん
で

も
無
料
電
話
相
談
」

　
こ
れ
か
ら
の
生
活
へ
の
不
安
、
被
災

し
た
家
を
ど
う
す
る
か
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
悩
み
な
ど
に
つ
い
て
、
弁
護
士
な

ど
の
専
門
家
が
、
電
話
で
相
談
に
応
じ

ま
す
。

日
時
　
平
日　
午
前
10
時
～
正
午
、
午

後
１
時
～
午
後
４
時

相
談
先
　
静
岡
県
弁
護
士
会

☎
０
５
４
（
２
０
４
）
１
９
９
９

住
宅
の
支
援

生
活
の
支
援

＊�問い合わせの市外局番がない電話番号には、最初に「0548」を付けて発信してください。

ささえあいセンターささえあいセンター

【牧之原市ささえあいセンターの運用】
被災された方々が、それぞれの環境の中で安心して日常生活を
営むことができるよう、日常生活上の相談や孤立防止のための
支援、関係機関へつなぐなどの支援を行う「牧之原市ささえあ
いセンター」を令和７年12月15日から運用しています。
生活支援相談員が市の保健師とともに活動しており、支援件数
の累計は、876件（令和８年６月末現在）です。
［対象世帯］原則、全壊・大規模半壊・中規模半壊・半壊の住家被害認定を受けられた世帯
［事業概要］�生活支援相談員による継続的な訪問や相談対応・関係機関へのつなぎの実施、被災者

生活再建支援制度などの各種情報提供、地域活動や交流促進などの支援
［場　　所］牧之原市社会福祉協議会　榛原事務所（静波172番地１）
［開設時間］平日　午前９時～午後５時　［問い合わせ］ささえあいセンター　☎㉓3325

災害ボランティアセンターは通常運用に移行します災害ボランティアセンターは通常運用に移行します
「災害ボランティアセンター」は９月１日から、通常のボラン
ティアセンターに移行します。延べ1,200人以上のご協力で、
約500件への対応を完了することができました。
ご支援いただいた皆さまに感謝申し上げます。
今後も、被災された皆さまの困りごとや技術系ボランティア
（NPO団体など）への仲介などの支援を行っていきますので、
ぜひご相談ください。
［問い合わせ］市社会福祉協議会　榛原事務所　☎㉒5187

市の取組について
【復興支援室の設置】
市では、本災害における被災者支援や地域の復興を推進する司
令塔となる部署「復興支援室」を福祉こども部内に設け、４月
から業務を開始しました。同室は被災者の見守り支援を担う
「市ささえあいセンター」や庁内部局などと連携、調整し、市
全体として復旧復興に向けた支援や対策に取り組んでいます。
［問い合わせ］復興支援室（市総合健康福祉センターさざんか　１階）　☎㉓0085

市長から訓示を受ける復興支援室の職員市長から訓示を受ける復興支援室の職員

発災当時のボランティアセンター発災当時のボランティアセンター

【牧之原市地域防災計画の修正】
市では、災害対策基本法第42条に基づき、「牧之原市地域防災計画」を作成し、必要に応じて修正
しています。この計画は、市民の生命、身体および財産を災害から保護することを目的とし、災害
予防や災害応急対策、災害復旧に関する事項、その他必要な事項について、市、防災関係機関、市
民、事業所などが果たすべき責務や役割を定めています。
［主な修正点］「風水害対策編」に「突風・竜巻災害防除計画（突風・竜巻災害の概況、予防対策）」を追加。
［問い合わせ］危機管理課　☎㉓0056

「竜巻注意情報」が発表されたとき
▶周囲の空の状況に注意する（「空が急に暗くなる」「大粒の雨やひょうが降り出す」など）
▶�いざというときには自ら身の安全を確保する（「頑丈な建物の中に早目に避難する」
　「雨戸や窓を閉めて窓ガラスから離れ、窓のない部屋に移動する」「物置や車庫などから離れる」）
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